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高 校 生 に 奨 学 金 を 給 付
（公財)日本教育公務員弘済会長野支部は、生徒達を応援しています

　長野県内の高校に在籍しており、就学意欲が旺盛であるにも関わらず、経済的に学費支弁が困難で
ある生徒を経済的に応援しています。該当生徒の在籍校に当会参事がお伺いし、それぞれ10万円の奨
学金を差し上げました。

★給付高校生…140名
≪審査委員≫

★横内　佳代(長野県教育委員会）★西　一夫(信州大学教育学部）★和田　英夫(長野盲学校)
★鈴木　詩郎(須坂高等学校）★竹内　千春(日本教育公務員弘済会長野支部）

ご協力いただきました先生方、教育機関の皆様ありがとうございました。

学校法人長野家政学園
長野女子高等学校長

小林健雄
　

　今回、日本教育公務員弘済会長野支部様に高校
生給付奨学金について応募させていただいたとこ
ろ、複数の生徒への給付をいただきまして、まこ
とにありがとうございます。
　本校は、1925年創立の私立高等学校であり、現
在となっては長野県で一番歴史のある女子高とな
りました。平成25年度より最新設備の新校舎に移
り、新たに進学コース（リベラルアーツ進学・看
護医療系進学)、情報メディアコース、生活文化
コースから成るコース制を取り入れ、学校一丸と
なって改革に取り組んでいるところであります。
　さて、日本教育公務員弘済会様は「教育公務
員」という名のついた組織ながら公益財団法人と
いうことで私立学校の生徒にも支援の手を広げて
いただき、本当に感謝しております。私立学校は
県からも多大な支援をいただいてはおりますが、
公立学校に比較して授業料等の負担がかなり大き
いのが現実です。そのような中、「給付」という
形で奨学金をいただけることは、各生徒、各家庭
にとって大変な励みとなります。
　今後ともご支援を賜りますようよろしくお願い
いたします。

飯田風越高等学校長
笹　行夫

　
　本校、飯田風越高校は各学年普通科６クラス、
国際教養科１クラスの全日制高校です。長野県の
片田舎で国際教養科というのも変に思われるかも
しれませんが、これからの時代に国際的な視野、
教養を持って地域に貢献しようという趣旨で平成
14年に設立されました。本校でも国際的な背景を
持った生徒（外国籍の生徒、帰国子女等）が少な
からず在籍していますが、特に国際教養科に顕著
です。英語が中心のカリキュラムに親近感を持っ
てくれるのかも知れません。国際教養科のありが
たい教育資源のひとつだと思っています。
　トヨタの純利益が史上最高を記録するなどとい
うニュースの一方で、「アベノミクス」の効用は
地方ではまだ実感できません。様ざまな事情で、
経済的に苦労していらっしゃるご家庭も少なくな
い中で、日本教育公務員弘済会からいただく奨学
金は貴重です。奨学生になった生徒達にとって、
感謝の気持ちをもって自分の高校生活を充実させ
ることが、お返しです。年度末には実のある報告
書が出せるように見守っていきたいと思います。

高校生給付奨学金について

（敬称略）
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応募締切は11月28日（金）【必着】
ボランティア活動助成金

申請予定の学校は期限までにお忘れなく！

　長野県内の中学校・高等学校・特別支援学校において、年５回以上
社会参加活動として行っているボランティア活動に対し、助成金を給
付しています。応募は１校１件に限ります。特別支援学校は、「学校
文集・詩集助成金事業」か「ボランティア活動助成金事業｣、どちら
かへの応募とし、重複申請はできません。また、特別支援学校からの
応募は幼・小・中・高等部に限ります。
応募用紙は当会ＨＰ（http://www.nagano-kyoko.jp）からダウンロー
ドしてください。必要事項を記入のうえ、当会までお送りください。

 

「教弘グループ保険」「医療保障保険（団体型）」に
ご加入の先生方へ

「教弘グループ保険」「医療保障保険（団体型）」に
ご加入の先生方へ

　2013年度「教弘グループ保険」「医療保障保険
(団体型)」の収支決算を行い、配当金を還元する
事となりました。配当金還元率は、加入口数・交
通災害特約付加状況・加入年齢群団・性別により
異なりますが、平均還元率は下記のとおりです。
　11月中に口座送金の予定となっております。配
当明細書を送付いたしますのでご確認下さい。

教弘グループ保険　主契約……………53.4 ％

教弘グループ保険　交通災害特約……68.7 ％

医療保障保険(団体型)…………………35.5 ％

◆配当金平均還元率

応募作品 209編
１編 10,000円を助成

　2014年度学校文集・詩集助成金事業へ
の申請は、６月30日をもって締め切りま
した。209編の応募があり、１編につき
10,000円の助成金を差し上げました。今
後の製作費用等にお役立てください。

学校文集・詩集助成金給付報告
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　東日本大震災により被災された皆様には、改めて心よりお

見舞い申し上げます。

　公益財団法人日本教育公務員弘済会では、被災地を離れ、

避難生活をしながら学校に通う児童・生徒の修学を支援する

ため「義援給付奨学事業」を行っています。

　長野支部では、独自に対象を幼稚園児まで広げ、長野県内

に転園・転校されてきた園児・児童・生徒に義援給付奨学金

を差し上げています。今年度は206名から申請があり、１名

２万円を給付しました｡(2011年度は１名1万円、2012年度か

らは１名2万円給付しています｡)

　なお、今年度は７月末日をもって申請を締め切りました。

ご協力いただきました学校・教育機関の皆様方に感謝申し上

げます。この事業は、今年度をもって終了します。

　７月９日に発生しました南木曽町に

おける土石流災害につきまして、尊い

命を亡くされた生徒のご冥福をお祈り

申し上げますと共に、被災されました

皆様、そのご家族の方々、関係者の皆

様に対しまして、心よりお見舞い申し

上げます。

　（公財）日本教育公務員弘済会長野

支部は、１日も早い復旧をお祈り申し

上げ、避難所となった南木曽小学校及

び南木曽中学校、蘇南高等学校に対

し、お見舞いをお渡ししました。

東日本大震災に対する
取組のご報告

東日本大震災に対する
取組のご報告 お見舞い

■日時：2014年11月15日（土）12：20～16：00　※11：30～展示発表や販売があります。
■会場：飯山市 飯山市民会館
■主催：信州“教育の日”実行委員会 どなたでも

参加できます

参画・共生
学校・家庭・地域社会が、
それぞれに役割を
果たしながら、

ともどもに生涯学習の
振興・充実に努めたい

教育尊重
自らの自己充実を
図りながら、

心豊かに生き抜く
子どもが育つ教育風土の
醸成に努めたい

信頼・使命
私たち一人一人が

それぞれの使命を自覚して、
自分たちの教育環境を
よりよいものに整えるべく

努めたい

3つのねがい

お見舞い

第13回

飯山大会
11月の第３土曜日は 信州“教育の日”11月の第３土曜日は 信州“教育の日”

信州“教育の日”

公益財団法人 日本教育公務員弘済会長野支部も実行委員会に加わっています。
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2014年度 教育研究助成事業（共催：信濃毎日新聞社）のお知らせ

１. 応募要項
⑴　学校研究助成の部

①対　　象　長野県内の幼・小・中・高等学校・特別支援諸学校等における学校単位、及び郡市を単位
とする少数職種の教育研究の実践論文に対し助成金を給付。

②助成金額　予算の範囲内
③研究主題　学習指導・生活指導・学校運営等の中から応募者が具体的に研究主題を決めて論文をまと

める。なお、その研究がどのように教育実践に生かされたのかを明記する。
④申請方法　「学校研究助成金応募用紙」（当会ＨＰよりダウンロード可）に論文を添えて申請。

論文は、研究テーマ・ねらい・経過と内容・まとめの項目に従ってＡ４判用紙10ページ以
内（資料含む）に簡潔に記述。CD-ROM・FD・冊子・研究紀要の提出は不可。

⑤留 意 点　※他の研究会等や他団体の事業で発表し、助成を受けた（予定を含む）論文は除く。
※学習指導案、研究紀要、レポートの写しや感想文は選考対象外。

⑥審　　査　審査委員会にて審査・決定。
⑦そ の 他　研究助成を受けた学校は教弘事業についての説明会を開催する。

⑵　個人研究助成の部

①対　　象　長野県内にある国公私立の学校・教育関係機関に勤務している方の、個人による教科指
導・生徒指導・学校運営・学術研究等の教育研究活動に関する教育実践論文に対し助成金
を給付。
ただし、個人研究は４年に１回とし、今年度は平成23年（2011年）以降助成をうけた者は
除く。

②助成金額　予算の範囲内
③研究主題　学校研究に準じて各個人が主題を決定し論文をまとめる。なお、その研究がどのように教

育実践に生かされたかを明記する。
④申請方法　学校研究の部と同じであるが、申請用紙は個人研究用（当会ＨＰよりダウンロード可）を

使用する。
⑤留 意 点　※他の研究会等や他団体の事業で発表し、助成を受けた（予定を含む）論文は除く。

※学習指導案、研究紀要、レポートの写しや感想文は選考対象外。
⑥審　　査　学校研究の部と同じ。
　

２. 応募期限
2014年12月１日～2015年１月20日（締切厳守）
　
３. 留意事項
①提出論文は「教弘だより」・当会ＨＰで、学校名（個人研究は氏名）・研究テーマを紹介します。
②優秀論文は、来年度の日教弘「日教弘教育賞」・東京海上日動火災教育振興基金「教育研究助成金」
に推薦し、論文を「信濃毎日新聞」や当会のＨＰ上にて公開します。

③提出された論文・資料等は返却いたしません。
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事業Ｏ　キエフ・オペラ「アイーダ」
①日時・会場…2014年12月10日（水）　18：30開演　まつもと市民芸術館（松本市）
②料　　金……ＳＳ席指定15,000円（自己負担7,000円）
③優待人数……50名　※未就学児入場不可

事業Ｐ　特選花形落語祭り
出演者：春風亭昇太、林家たい平、柳家喬太郎、柳家三三
①日時・会場…2015年２月15日（日）　 14：00開演　伊那文化会館（伊那市）
②料　　金……Ｓ席指定5,000円（自己負担2,000円）
③優待人数……50名

教 育 文 化 事 業 公 演 のお知らせ
ご好評の「教育文化事業」、追加公演のお知らせです

☆応募方法
必ず往復ハガキにて、ご応募ください。
往信用に①氏名　②郵便番号　③住所　④電話番号　⑤希望事業名(ＯまたはＰ)　⑥勤務学校名(退職者は｢友の会｣と記入)　⑦希
望枚数(２枚以内)を記載、返信用宛名面にご自身の郵便番号・住所・氏名(様)を記入して、教弘事務局まで郵送して下さい。
※１枚の往復ハガキで複数の事業への応募は不可。往復ハガキ１枚につき、応募は１事業に限ります。
※記入漏れがあった場合は、抽選対象外。
※フリクションペン(消せるボールペン)のご使用は避けてください。抽選結果を印刷する際、熱により字が消えてしまいます。
※応募者多数の場合は抽選になります。
※当選者は、自己負担金を送金してください。(当選ハガキにてご連絡します)入金確認後、チケットを発送します。

☆応募期限

事業O：11月７日（金）必着　　　事業Ｐ：11月28日（金）必着
☆応募先
（公財)日本教育公務員弘済会長野支部
〒３８０-０８３６ 長野市南県町９９９-１８　不動産会館ビル２Ｆ

　校歌の一節「蓮華に爺に鹿島槍」の麓、全面改築後
５年目を迎えた校舎で全校生徒461名が学んでいま
す。大町第二中と第三中が合併し、28年度に50周年を
迎えます。
　本年度の生徒会スローガンは「大革命～仁の心で常
に挑戦～」です。日常の生活を見直す中で、些細な工
夫や改善の積み重ねこそが大革命になると考えての目
標です。
　お辞儀の時間が長い「仁中の礼」や清掃前の１分間
の黙想が生活にメリハリを与えています。終日、全校
が総合的な学習の時間に取り組む「終日仁科タイム」
や学習発表会・音楽会等の「蓮華祭｣、約30年続いて
いる学級全員でバトンをつなぐ「仁中リレー｣、今年
度、道路事業功労者表彰をいただいた｢ごみゼロ運動｣
等、生徒の自主的な取り組みを大切にしています。

表紙写真・学校紹介 大町市立仁科台中学校

蓮華祭 仁中ステージ 清掃前の黙想

ごみゼロ運動 仁中リレー
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コミュニティ広場コミュニティ広場

～2013年度学校研究助成の完結に向けて～

サッカー少年団での活動を通して
　私は、昨年より地区のスポーツ少年団にてサッカーの指導を
させて頂いております。今回は、私のこの活動にて感じた事を
お伝えさせて頂きます。
　まず一つ目は、人へ伝える事の難しさを痛感しております。
自らがプレーするのではないので、どうしたらもっと子供達が
上手くなっていくのか、どういう動きをすれば良いのかをいか
に分かりやすく伝えるのかが非常に勉強になります。二つ目
は、チームワークの大切さを改めて実感しました。サッカーは
チームが一つになることにより、良い試合になっていきます。

そうなった時には、とても感動します。私はサッカーを通して、人と人との支え合いを学んでほしいと思い、
今後も子供達と共に私自身も成長していければと思い、今後も活動していきたいと思います。

ジブラルタ生命保険㈱松本第一支部ＬＣ　内田 大輔さん

灯を再び！ ＝ 伊那中発電所の再現
　それは昭和63年の話である。当時の春近発電所の技術者に依頼して、伊那中発電所
を作っていただいた。現在は校舎の隅に、残骸がガラクタになって積み上げられてい
る。なんと歴史に懐かしい御子柴艶三郎井筋の水を活用して発電をしていた、はずで
あった。
　まずは調べ学習から始まった。家に帰って、家の人に水車について聞き取る学習で
ある。しかし、｢あったっけ？」｢そういえばあの角にあったけど、動いていたか？」
｢あった、あった、でも発電所だっけ」…と大変心もとない調査結果であった。
　そこで早速発電所にでむき、本当の発電所を見ることを通して、発電のシステムの
実際を体験することになった。｢発電機を回す速度によって発電量が違うのか？｣「風
力発電・火力発電と比べて水力発電が優っている点はどこなのか？」など、それぞれ
に課題をもって、６月12日“夢と期待”を乗せ発電所に向かった。４人の人から案内
を受けたが、発電所の方々は大変に親切で、課題に答えてくれ、実際にモーターの様
子から発電機まですべてを見せていただいた。そして、伊那中発電所を再生する場合
はと、視点や方向性まで説明してもらえた。次第に私たちの夢が現実になっていく。
　学校へ戻ると“水力発電所を再生しよう”プログラムが発動した。モーター・ギ
ヤ・システムの確認などの全体構成、洗浄・ペイント、完成した電気の活用利用など
に分かれて活動を開始した。落差は少ないもののベルトン水車を活用し、モーター部
はバイクの発電モーターを活用することとして、手作り小水力発電所作りに取り組み
始めた。自分の研究と並行しての実践である。
　各部署に分かれて活動を開始した。しかし再現と言ってもなかなかうまくいかな
い、部品は欠損し、ねじはさび付き、バルブは完全に詰まっていた。まずは全体を分
解し再構成して、足りないものを割り出した。川の環境も整えなければいけない。
モーター部を確認し、蓄電器と整流器を準備し、ギヤとねじ・波トタンにと準備品が
計画されていった。「さぁてやるぞ」と意気込みとともに。
　文化祭には、一つの通過点としてイルミネーションをつける。
　そしてその後、実験班は電気のでき方や電力を活用した実験を、ロボコン班は、自
作のロボットを自分の作った電気を使って動かす…？と夢を際限なく広げながら。完
成を心待ちにしている。

伊那中学校　宮下 芳雄さん
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